
Program note ∗ プログラム・ノート
ダッタン人の踊り／ボロディン（歌劇「イーゴリ公」より）
　ボロディンは1833年帝政ロシアに生まれました。本職
は医師でしたが、バラキレフ、キュイ、ムソルグスキー、リ
ムスキー=コルサコフらと共にロシア五人組を結成し、反

西欧・反プロフェッショナリズ
ム・反アカデミズムのロシアの民
族主義音楽を目指しました。　
　取り上げる題材も、ロシアの
風土や歴史を題材にしたものが
多く、歌劇「イーゴリ公」も中世
ロシアの叙事詩『イーゴリ軍記』
を題材にしています。

　イーゴリ公は妻のアドバイスを聞かずに外敵ポロヴィッ
ツ人との戦いに遠征しますが、息子と共にあえなく捕虜と
なってしまいます。この曲は外敵ポロヴィッツ人のハーン
（首長）がイーゴリ公をもてなすシーンで演奏されるま
す。
　捕虜生活の中でイーゴリ公の息子は、ハーンの娘と恋
中になり、公認となります。イーゴリ公はハーンに「我 と々
再び戦わないと約束をするなら自由を与える」と言われ
ますが、武士の意地で断ってしまいます。
　曲は、ダッタン人の娘たちの踊りに続いて、フルートソ
ロで始まる清涼なイントロのあと、オーボエが「風の翼に
乗ってふるさとへと飛んでゆけ、懐かしい歌よ」と捕虜と

　市川市出身。真間小、一中卒。東京藝術大学にて守山光三教授に師事。卒業後、ミュンヘン音楽大学にてホルンをO.シュミッツ
教授に、ケルン音楽大学にて指揮をM.ルイク教授に師事。ボン・ベートーヴェンハレ管弦楽団、ゾーリングン市立管弦楽団の契約
団員を経て、クラシックフィルハーモニー・ボンの団員。現在は日本体育大学教授として、スポーツ選手のリズム感教育に携わる傍
ら、フリーで演奏活動を行う。日本ホルン協会常任理事、元国際ホルン協会評議員、Chocolat Virtuoso Japan代表、ホルンカル
テット「アンサンブル・フォレスト」メンバー。

Orcheatra ∗ 本日のプログラム出演者

指揮 ： 山﨑 滋 （やまざき しげる）

1st violin
今井貴裕
岩品愛◎
竹内甲♪
野村景子
野村建太
番場美帆
堀真理子
水沢萌
吉田恭子
山本雪菜
山崎編音
中渡良宏♪

2nd violin
石井恭子
今井虹歩
大島穂乃果
柏木健人
楠井真奈
鈴木志穂
世川治子
細淵淨二
本村奈々
向井樺音
吉田澄子○
望月聖仁♪
藤原乃律恵♪

Viola
大原武朗
世川すみれ
関口孝平
奈良林弘子
早谷優里
山崎那央
三原明人♪

Cello
植田世呂
鈴木正法
長尾朗
広地智美
堀越晨裕
三ツ石将弥

Contrabass
小川昌子
後藤祐摩
高間友明
廣永瞬
番場仙嘉

Flute
石田咲生
内田千晴
岡部心咲
柴野舞香
霜島ユリ
須田波音○
平野創也
横山かおり♪
篠原梨恵♪

Oboe
梅澤辰徳○
黒木孝太
長谷川涼

Clarinet
島田葉月
根本聡司
松島優美○
森優花子
関山志保♪
松丸里奈♪
三好彩香♪

Fagotto
江黒未希
平澤明日美

Horn
市川りえ
鈴木萌美
藤野千鶴
吉田真純
近藤利昭
斎藤龍太♪
日下部華子♪

Trumpet
安部敬矢
中野豊
渡辺千紘
行田理香

Trombone
安藤七帆
押尾貴昭
日下部健介♪
中野佳美
松谷聡美♪
吉川昌憲♪

Tuba
本多惟克○
渡邉鉄雅

Percussion
井上俊彦
浅見彩花○
石井裕孝
山本渓登
和田英恵

Celesta
和田英恵

Harp
鈴木明子

Pro�le ∗ プロフィール

弦楽器トレーナー：世川 治子
　アメリカ・ニューヨーク生まれ。東京藝術大学卒。ミュンヘン国立音楽大学のマイスタークラスにて、クルト・グントナー教授に師
事。バードライヒエンハル交響楽団とメンデルスゾーンの協奏曲を共演。バイエルン国立歌劇場管弦楽団契約団員を経てボン・
ベートーヴェンハレ管弦楽団の正団員。霧島国際音楽祭奨励賞、オーストリア国際音楽祭室内楽賞受賞。現在は国内外でオーケス
トラ、室内楽、ソロ、録音等多方面で活動を行っている。市川市在住。

管楽器トレーナー：世川 望

　東京生まれ。東京藝術大学指揮科にて、指揮を金子登、佐藤功太郎両氏に師事、またピアノを
村山信子、竹尾聆子、ヴァイオリンを山岡耕筰、スコアリーディングをH. ピュイグ・ロジェ、チェン
バロをD. ヘルマン各氏に師事。在学中より二期会オペラの合唱・副指揮者として活動を始め、小
澤征爾、若杉弘氏等のアシスタントを数多く務めるほか、オペラ研究生スタジオの講師として後
進の指導にもあたる。
　日本合唱協会第104回定期演奏会「フランス音楽の夕べ」でデビュー。バロック音楽にも造詣
が深く、マタイ研究会管弦楽団・同合唱団を指揮したバッハ「マタイ受難曲」全曲のＣＤが1992年
に発売され好評を博した。新国立劇場（オペラハウス）の開場に伴いバイロイト音楽祭に派遣さ
れ、N. バラッチュ氏に師事。同劇場の開場記念講演「ローエングリン」では同氏のアシスタントを
務める。2000年より新国立劇場の専属となり、オペラを中心に活動の幅を広げている。
　2009年日本合唱協会指揮者に就任。2011年より同常任指揮者に就任。日本指揮者協会会員。

◎コンサートミストレス
○パートリーダー
♪40周年記念演奏参加者

１． やねよりたかい　こいのぼリ

おおきいまごいは　おとうさん

ちいさいひごいは　こどもたち

おもしろそうに　およいでる

こひのぼり 
作詞：近藤宮子

２． みどりのかぜに　さそわれて

ひらひらはためくふきながし

くるくるまわるは　かざぐるま

おもしろそうに　うごいてる

なった女性たちの歌をうたいはじめます。一転してテン
ポの速い曲ではポロヴェッツ人の男たちが踊り、ティンパ
の躍動感あふれるリズムのあとでは勇ましく君主ハーン
をたたえます。これらが有機的に絡み合い、繰り返され
てクライマックスを迎えます。
「くるみ割り人形」より／チャイコフスキー
　チャイコフスキーはボロディンの７歳下で同じくロシア
の作曲家です。モスクワ音楽院で教鞭をとるチャイコフ

スキーは、ロシア五人組とは距
離を置いていました。
　チャイコフスキーがバレエ界
に与えた影響はとても大きいも
のでした。それまでバレエはオ
ペラを華やかにするためだけの
オマケでした。チャイコフス
キーは手に汗握るストーリー展

開や、キャラクターを引き立てるメロディとサウンドをバ
レエに与えました。これでバレエは単独でも楽しめる芸
術になったのです。
　「くるみ割り人形」は、「白鳥の湖」「眠りの森の美
女」に続く3番目のバレエ音楽で、チャイコフスキーが亡
くなる前年に完成されたものす。本日演奏するのはその
ハイライトです。

第1曲　ちいさな序曲　チェロとコントラバスはお休み
です。

第2曲　行進曲　クリスマス・イヴに一族友人が集う
パーティーでのシーンです。

第3曲　第1幕の情景　招待客たちが帰り、夜中、少女
クララはプレゼントでもらったくるみ割り人形
がネズミの王と戦う夢を見ます。クララの応援
で勝利すると、くるみ割り人形は王子になり、
共にお菓子の国へ旅立ちます。

第4曲 金平糖の精の踊り　金平糖は原題では砂糖菓
子ドラジェです。当時発明されたばかりであっ
たチェレスタをチャイコフスキーが密かに輸入し
て、サプライズで使いました。

第5曲　ロシアの踊り（トレパック） 躍動感あるリズム
と高いジャンプが見もののコサックダンスの
シーンです。

第6曲　中国の踊り（お茶） ファゴットがどこで息継ぎ
をしているかご注目を。

第7曲 葦笛の踊り　フルートのチームーワークにご注
目ください。

第8曲　花のワルツ　誰もが心地よくなるメロディにお
酔いしれてください。

交響曲第7番／ベートーヴェン
　ベートーヴェンは葬送行進曲つきの交響曲を2曲作曲
しています。ひとつは「英雄」と呼ばれる第3番、そしても
うひとつが、今回お届けする第7番です。
　この２つの第2楽章を比べてみると、「英雄」の葬送
は、一人の英雄を弔うためのように思われます。ぬかるみ
の道を、自らが重い棺を引きずるような足取りと、死者の
冥福を祈るような中間部を持ちます。一方今回の第7番
は、ならされた道を厳かに進む葬送の列を、主人公が道
沿いで見守るかのようで、中間部では死者との思い出に浸
ります。
　第1楽章は気品あるオーボエ
ソロで始まるイントロと、若 し々
い明瞭さを持つリズミカルな曲
です。音楽大学を舞台にしたテ
レビのラブコメディ「のだめカン
タービレ」のオープニングテーマ
に選ばれたことがうなずけま
す。第3楽章は速い3拍子のスケルツオで、軽妙なバレエ
のステップを思わせる表の顔と、自分の内面を見つめる
内なる顔が交互に現れます。
　そして一番のお楽しみは第4楽章です。「はしゃぎす
ぎ」と言いたくなるほどの躍動感あふれるリズムとシン
プルなメロディの繰り返しがエネルギッシュなクライ
マックスをもたらします。
　「英雄」はベートーヴェンが耳の病気の苦しみから
立ち上がった記念碑的な作品ですが、この第7番には、
その苦悩を完全に乗り越え、成功を手にしたベートー
ヴェンの自信に満ちた姿が伺われます。

「タンホイザー」序曲／ワーグナー
　15歳のときベートーヴェンに感動し音楽家を志した
ワーグナーは、同じドイツの出身で、19歳の時に交響曲
を作曲しますが、それ以降は歌劇・音楽劇を中心に作
曲しています。

　自分の罪を償うローマ巡礼の
合唱を前後にヴェーヌスヴェルク
の音楽を挟んだ大きな3部形式
の曲です。

＼団員募集！／
詳しくはHP へ！
＼団員募集！／
詳しくはHP へ！

かんばら　ひとし

ごあいさつ
 本日は市響ジュニアオーケストラ第40回定期演奏会にご来場いただき、誠にありがとうございます。当団が40
周年という素晴らしい節目を迎えることが出来たのも、ご来場のお客様、地域の皆様、御支援をいただいた関
係者様のおかげでございます。厚く御礼申し上げます。 
 今回の演奏会は通常プログラムに加え、40周年記念演奏として、ワーグナーのタンホイザー序曲をアンコール
曲として演奏致します。今までお世話になったOB・OG・エキストラの皆様と共に思いを込めて奏でる当団の
音楽を、どうぞごゆっくりお楽しみください。

市響ジュニアオーケストラ代表　須田波音

210mm 210mm 208mm
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の躍動感あふれるリズムのあとでは勇ましく君主ハーン
をたたえます。これらが有機的に絡み合い、繰り返され
てクライマックスを迎えます。
「くるみ割り人形」より／チャイコフスキー
　チャイコフスキーはボロディンの７歳下で同じくロシア
の作曲家です。モスクワ音楽院で教鞭をとるチャイコフ

スキーは、ロシア五人組とは距
離を置いていました。
　チャイコフスキーがバレエ界
に与えた影響はとても大きいも
のでした。それまでバレエはオ
ペラを華やかにするためだけの
オマケでした。チャイコフス
キーは手に汗握るストーリー展

開や、キャラクターを引き立てるメロディとサウンドをバ
レエに与えました。これでバレエは単独でも楽しめる芸
術になったのです。
　「くるみ割り人形」は、「白鳥の湖」「眠りの森の美
女」に続く3番目のバレエ音楽で、チャイコフスキーが亡
くなる前年に完成されたものす。本日演奏するのはその
ハイライトです。

第1曲　ちいさな序曲　チェロとコントラバスはお休み
です。

第2曲　行進曲　クリスマス・イヴに一族友人が集う
パーティーでのシーンです。

第3曲　第1幕の情景　招待客たちが帰り、夜中、少女
クララはプレゼントでもらったくるみ割り人形
がネズミの王と戦う夢を見ます。クララの応援
で勝利すると、くるみ割り人形は王子になり、
共にお菓子の国へ旅立ちます。

第4曲 金平糖の精の踊り　金平糖は原題では砂糖菓
子ドラジェです。当時発明されたばかりであっ
たチェレスタをチャイコフスキーが密かに輸入し
て、サプライズで使いました。

第5曲　ロシアの踊り（トレパック） 躍動感あるリズム
と高いジャンプが見もののコサックダンスの
シーンです。

第6曲　中国の踊り（お茶） ファゴットがどこで息継ぎ
をしているかご注目を。

第7曲 葦笛の踊り　フルートのチームーワークにご注
目ください。

第8曲　花のワルツ　誰もが心地よくなるメロディにお
酔いしれてください。

交響曲第7番／ベートーヴェン
　ベートーヴェンは葬送行進曲つきの交響曲を2曲作曲
しています。ひとつは「英雄」と呼ばれる第3番、そしても
うひとつが、今回お届けする第7番です。
　この２つの第2楽章を比べてみると、「英雄」の葬送
は、一人の英雄を弔うためのように思われます。ぬかるみ
の道を、自らが重い棺を引きずるような足取りと、死者の
冥福を祈るような中間部を持ちます。一方今回の第7番
は、ならされた道を厳かに進む葬送の列を、主人公が道
沿いで見守るかのようで、中間部では死者との思い出に浸
ります。
　第1楽章は気品あるオーボエ
ソロで始まるイントロと、若 し々
い明瞭さを持つリズミカルな曲
です。音楽大学を舞台にしたテ
レビのラブコメディ「のだめカン
タービレ」のオープニングテーマ
に選ばれたことがうなずけま
す。第3楽章は速い3拍子のスケルツオで、軽妙なバレエ
のステップを思わせる表の顔と、自分の内面を見つめる
内なる顔が交互に現れます。
　そして一番のお楽しみは第4楽章です。「はしゃぎす
ぎ」と言いたくなるほどの躍動感あふれるリズムとシン
プルなメロディの繰り返しがエネルギッシュなクライ
マックスをもたらします。
　「英雄」はベートーヴェンが耳の病気の苦しみから
立ち上がった記念碑的な作品ですが、この第7番には、
その苦悩を完全に乗り越え、成功を手にしたベートー
ヴェンの自信に満ちた姿が伺われます。

「タンホイザー」序曲／ワーグナー
　15歳のときベートーヴェンに感動し音楽家を志した
ワーグナーは、同じドイツの出身で、19歳の時に交響曲
を作曲しますが、それ以降は歌劇・音楽劇を中心に作
曲しています。

　自分の罪を償うローマ巡礼の
合唱を前後にヴェーヌスヴェルク
の音楽を挟んだ大きな3部形式
の曲です。

＼団員募集！／
詳しくはHP へ！
＼団員募集！／
詳しくはHP へ！

かんばら　ひとし

ごあいさつ
 本日は市響ジュニアオーケストラ第40回定期演奏会にご来場いただき、誠にありがとうございます。当団が40
周年という素晴らしい節目を迎えることが出来たのも、ご来場のお客様、地域の皆様、御支援をいただいた関
係者様のおかげでございます。厚く御礼申し上げます。 
 今回の演奏会は通常プログラムに加え、40周年記念演奏として、ワーグナーのタンホイザー序曲をアンコール
曲として演奏致します。今までお世話になったOB・OG・エキストラの皆様と共に思いを込めて奏でる当団の
音楽を、どうぞごゆっくりお楽しみください。

市響ジュニアオーケストラ代表　須田波音

210mm 210mm 208mm


